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(13的}近年，近赤外分jG法を熔いて動的運動中の

務の援策動態についての研究が数多くなされているが，

高齢者を対象にした研究はほとんどみられない.そこ

で我々は昨年の本学会において，換気~:Ì~話線(YT)以下

の相対的な遂動強度における筋の畿紫動態を高齢者と

惹齢者で比較したところ，締者間にJ有窓な援は認めら

れなかった.しかしながら，VTを議えるよう会より織

強度での綾索動態について何様の結J裂が得られるかど

うかは明らかでは令い.そこで本研究では$近i1í~外分

光法(N政S)を潟いて vrを越える強度での高齢者にお

ける絡の酸素動態が若齢者と異なるかどうかを綾討し

?こ注

[方法}被検者は鍵療な高齢5母性 13名(年齢 64.5ゴニ1.2

畿)及び若齢男性 7名(年齢 20.4土1.5戴)とし，自転車

エルゴメータ…による鱗場負荷試験を行って YTを判

定した.その後， VT時の負荷{高齢群:66.9太4.6凶 t，

若齢群:141.4全8.6wE援のを基準として 409るVT，成)%VT，

809る，VT，100%VT， 120%VT. 1409もVf(高齢苦手 n品、11)，

160%VT(高齢群ぉ=8)の強度で自転車運動を各 2分鵠行

い. NI設Sを嬬いて外Ilj広筋における血液餐及び oxy

(Hb+Mb)の変動を記録した. 各ステージi潟の体主号、は 2

分以上で， NIRSから鍔られる拠液最及び oxy(註b+Mb)

の催が定常になるまでとした. また NIRSのキャリプ

レーシ滋ンとして isぬ釘uiaテスト(大総動静践をカフ

によって 250mmHg以上の底力で約 10分間磁血)を迷勤

前に行い，このときの oxy(Hb+Mb)011笹をtOO%oxygen

capacityとした、本研究では 100%。昆ygen儲 pacityに対

する運動中の oxy(Hb+Mb)の変化をふ oxygenation (~ 

oxy)として示した‘

i総菜及び考務}絶対的運動強度で務め ooxyを表

すと t 1蒋鮮とも強度の増加にともなって筋の税鍛素化

が起こっていた.しかしながら，潟齢群においてより

紙強度の魚祷で態激な筋の2晃被素化が生じていた‘こ

れは，高齢群と若鍛群における大鎚部の務畿の還によ

ち主主じたものと推察される，

相対的運動強度で筋の Aoxyを検討した場合，間若手

とも強度の増加にともなって箆の鋭綾議イとが生と，高

い負の欄間関傑が総められた.また，各若手の 60%VT以

降の強度における A oxyを都期飽(409もVT)と比較する

と，潟齢群では 120%vr以上，義齢群ーでは 100%VT以

上の強度で審議に低下していた.しかしながら，いず

れの強度においても高齢，若齢の群!縄;こは有;意な護が

認められなかった.また強度俸の低下部に関してもい

ずれの強度でも有意な楚は認められなかった，

したがって， VT以下と問嫌に円以上のより潟強度

運動時においても，加齢が筋の鋭酸素化の隷相におよ

iます影響は小さいことが示唆された.
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